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背景
新型コロナウイルス感染拡⼤にともなって過度
な外出抑制による悪影響
メディアを通した「⾏動変容」のアピール
適切なコミュニケーション施策が決め⼿
JCOMMでは効果的なコミュニケーション施策
の実績の蓄積



モビリティ・マネジメントの要素技術
依頼法
「呼びかけ」であり、こうした呼びかけを⾏うだけで⾏動変容
の意図が活性化される。

情報提供法
⾏動変容にとって必要な情報をマテリアルを渡して提供する
⽅法

アドヴァイス法
⾏動変容にとって必要な情報を「アドヴァイス」という形で提
供する⽅法
新型コロナウイルスの感染対策に関するコミュニケーション

化粧⾏動に関するコミュニケーション

コミュニケーション施策による外出促進効果を実証的に
明らかにする。



新型コロナコミュニケーション実験

対象者︓愛媛⼤学学⽣81名（１年⽣〜４年⽣）
調査⽅法︓WEBアンケート



アンケート項⽬
設問項⽬ 内容
個⼈属性 性別・65歳以上の同居⼈の有無等
⾏動 外出⾏動の頻度・感染対策の実⾏度について

⾏動意図 外出・感染対策を⾏う意図

認知

脅威評価
脅威認知（深刻
さ） 新型コロナウイルス感染症がもたらす被害の深刻さについて
脅威認知（⽣起確
率） 新型コロナウイルス感染症の被害を受ける確率について

対処評価
効果性認知 感染対策の効果について
コスト認知 感染対策の⼿間（費⽤）について

個⼈評価
責任認知 感染対策に協⼒する責任について
実⾏能⼒認知 感染対策を実⾏する能⼒について

社会評価
実⾏者割合認知 感染対策を実⾏している⼈について
規範認知 感染対策が規範になっているかについて

状態-特性不安 不安度を測る40の質問
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集合的防護動機モデル⼾塚・深⽥（2005）

防護動機理論が想定する2つの認知的評価に加えて「個⼈評価」、「社会評
価」といった集合的な要素をモデルに挿⼊している。

深刻さ認知

効果性認知

実行能力認知

実行者割合認知 規範認知

責任認知

コスト認知

生起確率認知
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脅威評価

対処評価

個人評価

社会評価

集合的防護動機

集合的対処
行動意図

集合的対処行動

• 多数の人々が直面する脅威に対する，個々人の持つ対処行動意図と
その規定要因の関係を説明するモデル

 使用事例： 環境問題・集落ぐるみの獣害対策

 新型コロナウイルス感染対策は個人的な対処と捉えることもできるが、
個人の感染対策が他者を守ることになったり、経済回復に寄与したり
することから集合的対処行動の枠組みとして扱う。
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感染対策⾏動と任意外出⾏動
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新しい⽣活様式群



半⾃粛情群



アドバイス群



実験の効果の検証（任意外出⾏動）
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感染対策⾏動モデル（マスクの着⽤）
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モビリティ・マネジメントの要素技術
依頼法
「呼びかけ」であり、こうした呼びかけを⾏うだけで⾏動変容
の意図が活性化される。

情報提供法
⾏動変容にとって必要な情報をマテリアルを渡して提供する
⽅法

アドヴァイス法
⾏動変容にとって必要な情報を「アドヴァイス」という形で提
供する⽅法

化粧⾏動に関するコミュニケーション

コミュニケーション施策による外出促進効果を実証的に
明らかにする。



認知的側⾯の効⽤
（満⾜感、社会的役割
、アイデンティティ）

感情的側⾯の効⽤
（積極性の向上、リラクゼーショ

ン、気分の⾼揚）

⾏動
（積極的な対⼈⾏動）

⼼の健康
（⾃⼰充⾜度、⾃信）

化粧⾏為

化粧⾏動と⼼理的効果と⾏動の関係図



化粧と態度・⾏動に関するアンケート（事後）

感染拡⼤前に低化粧度の群

制御群
（特に要請無）

⾼化粧度群
（化粧度をあげるよう要

請）

感染拡⼤前に⾼化粧度の群

制御群
（特に要請無）

⾼化粧度群
（化粧度をあげるよう要

請）

化粧と態度・⾏動に関するアンケート（事前）

2週間程度

Wave0

Wave1

コミュニケーション実験



時期 2020年11⽉9⽇〜12⽉10⽇
対象 愛媛⼤学⼥⼦⽣徒
配布 メールでの配布

事前アンケート：104部
事後アンケート：66部
・個⼈属性(3問)
・化粧態度(5問)
・新型コロナウイルス感染症拡⼤前の化粧⾏為(6問)
・新型コロナウイルス感染症拡⼤後の化粧⾏為(6問)
・認知的効果(6問)
・感情的効果(7問)
・⽣活満⾜度(4問)
・外出⾏動(4問)
・コロナ不安(4問)   計45問

回収数

質問項⽬

調査概要



コロナ前後での化粧行動の変化
（コロナ後－コロナ前の化粧度）
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化粧⾏動による外出促進効果
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化粧⾏為と外出⾏動の意識構造図

コロナ前の
化粧度

コロナ後の
化粧度

⾃⼰充⾜感

外出⾏動
意図 外出⾏動

コロナ不安

化粧態度
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GFI=0.942
AGFI=0.865
CFI=0.941

RMSEA=0.063

**:1%有意 *:5%有意 #︓10%有意



まとめ
アドバイス群と半⾃粛のススメ情報提供群が
任意外出⾏動の促進に有効。
化粧度をあげる依頼することによって、外出⾏
動を促進することができ、⾃⼰充⾜感を⾼め
ることができる。
適切なコミュニケーション施策を実施すること
によって、新型コロナウイルスによる過度な外
出控えを抑制することができる。


